
審議事項 ６ 

消防団員の確保対策について 

 

◇消防団員数の現状 

平成１７年に関市連合消防団として運営を開始し、翌年１８年には、組織を統

合・再編して６つの方面隊とし、さらに、平成２６年度に方面隊制度を廃止し分

団制となり班を再編し、現在に至っている。 

現在、条例で定めた定員は１，２５０人で、消防団員、災害支援団員、学生隊、

Ｔ－ＳＥＬＦを合計すると１，１５５人になり、充足率は９２．４％となってい

る。 

 

◇課題 

 ・基本消防団員を増やしていかなければならない。 

・団員がなかなか集まらず、高齢化が進み環境は大きく変化しているが、消防

団に寄せる地域住民の期待は依然として大きい。 

・地域外へ勤めている団員が多く、特に昼間の火災時においては、団員が集合

してくることさえ困難な状態である。 

・高齢化、少子化により若者が少なくなっている。（特に中山間地域） 

・消防団の活動について地域の理解が十分でない。（勧誘が難しい） 

・プライベートな時間を割かれたくないという思いがある。 

 

◇平成２９年度消防団員の確保について 

 １）消防団本部会議、分団長会議において、各分団で自主的な勧誘を要望する。 

 ２）自治会長に消防団確保のお願いをする。 

 ３）広報紙で消防団募集の記事を掲載する。（１月） 

 ４）消防団協力事業所表示制度をＰＲし、企業の協力を得ながら確保を図る。 

 ５）大学、高校の卒業時期の前に、市内の大学・高校に対し消防団員の活動の 

紹介や募集についてのポスター等を掲示し消防団の重要性を啓蒙する。 

 ６）高校の避難訓練等に消防団が出向き、団活動のＰＲを行い、消防団の理解 

を深めてもらう。 

 ７）操法大会や防災訓練の主会場で消防団員募集のポスターを掲示しする。 

 ８）消防団サポートプロジェクトの市内拡大を推進し、消防団員の支援を図る。 



■関市消防団サポートプロジェクトについて 

 

◇目的 

地域の安心安全のため活躍する消防団を関市全体で応援することを目的と

し、消防団活性化対策の一環として平成２３年７月１日より開始した事業。 

◇内容 

関市内の関市消防団サポートプロジェクト事業に参加する店舗等で「サポー

トカード」を提示することで、料金の割引などの特典が受けることができる。 

対象は、関市消防団員及び配偶者が利用できる。（但し、店舗により条件あり） 

◇現状 

  平成２９年４月１日現在の参加店舗は、１０６店舗（衣料店、スーパー、飲

食店、菓子店、映画館、書店、雑貨店、道の駅、市内温泉施設、理髪店など） 

消防団員本人のみ有効・・・１０店舗 

○サービスの種類 

・料金の割引・・・・・・・・・・３６店舗 

・商店街等のポイント割増・・・・６１店舗 

・商品のプレゼント・・・・・・・・９店舗 

◇利用方法 

  買い物や飲食の前に「サポートカード」を提示し、お店の方に特典を確認し

てから利用する。 

◇参加店舗等の募集等 

  ・ホームページでＰＲし参加店舗を募集している。 

・「関市消防団サポートプロジェクト登録申込書」にサービス内容や必要事

項を記入のうえ関市役所危機管理課まで提出いただき、参加店舗等には、ス

テッカーを交付して店舗内に表示していただいている。 

・サービスの中止、変更については、変更届を提出いただく。 

・参加店舗のサービスにかかる関市からの費用の補てんはありません。 

●岐阜県の制度 

 「ありがとね！消防団水防団応援事業所制度」（平成 26年 8月 1日より） 

  平成 29年 1月 12日現在で、3,054事業所が登録（うち、関市は 132事業所） 



 

 

 

 

  



  



  



  



  



 


